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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公開番号】特開2003-19684(P2003-19684A)
【公開日】平成15年1月21日(2003.1.21)
【出願番号】特願2001-203426(P2001-203426)
【国際特許分類】
   Ｂ２５Ｊ  15/06     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２５Ｊ  15/06    　　　Ｂ
   Ｈ０２Ｋ  15/02    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】　ハンド本体にばねで懸架され吸着面を備えた複数の可動板によった積層片
を吸着する吸着工程と、
　前記可動板を移動させて所定個所に積層片を載置する載置工程と、
　所定個所に積層片を載置している状態で前記ハンド本体に装着されている測長センサの
測長結果により前記各可動板の位置を算出する位置算出工程と、
　前記位置算出工程により算出された前記各可動板の位置情報により前記積層片の位置ず
れを検出する位置検出工程と、
　前記位置ずれが検出された場合に吸着工程に復帰する工程と、
を有することを特徴とする積層体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また請求項５の発明の手段によれば、ハンド本体にばねで懸架され吸着面を備えた複数
の可動板によった積層片を吸着する吸着工程と、
　前記可動板を移動させて所定個所に積層片を載置する載置工程と、
　所定個所に積層片を載置している状態で前記ハンド本体に装着されている測長センサの
測長結果により前記各可動板の位置を算出する位置算出工程と、
　前記位置算出工程により算出された前記各可動板の位置情報により前記積層片の位置ず
れを検出する位置検出工程と、
　前記位置ずれが検出された場合に吸着工程に復帰する工程と、
を有することを特徴とする積層体の製造方法である。
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